
新潟県支部の支援活動

日本赤十字社
新潟県支部

～新潟県中越大震災、新潟県中越沖地震の恩返し～

東日本大震災
発災直後に行った



１．復興支援活動（直接支援）



（１）復興支援ボランティア

期 日 ２０１３年9月

訪問先 福島県いわき市、会津若松市

２０１１年から毎年、赤十字奉仕団や新潟県日赤有功
会員、市町村の日赤担当職員等にお声掛けし、被災
地でボランティア活動を行いました。



被災地の見学と体験談の聴講（いわき市）

現地ボランティアガイドの方から、被災した海岸部を見学しながら、震災当時の様子
や復興状況などのお話を伺いました。
家が流されるほど大きな津波に襲われた場所に立って、改めて被害の大きさを感
じることができました。



ふれあい交流会①
（いわき市立久之浜第一小学校）

校長先生から、震災から現在の子ども達の
様子などをお聞きした後に、同校の３・４年生
と一緒にプランターに花を植えました。







ふれあい交流会②（いわき市：浜風商店街）

小学校の敷地にある復興を目的と
した商店街を訪問し、お土産を買っ
たり、商店の方々との交流をしまし
た。



ふれあい交流会③（会津若松市：大熊町仮設住宅）

大熊町から会津若松市に避難し、
仮設住宅で生活している方々と一緒にコースターを作りました。



（２）避難者の一時帰宅支援



（３）新潟市・塩釜市「花絵プロジェクト」

２０１２年５月
新潟市からチューリップを
持って宮城県塩竈市を訪問。
塩竃市の皆様と一緒に花絵
を作成しました。



２０１２年11月

福島県内（いわき・福島・二本松・須賀川）の小中学校へ青少年赤十字のシン
ボルツリー「イトスギ」と花の種を贈呈させていただきました。

（４）青少年赤十字交流事業



２０１２年５月

日赤福島県支部と協力し、福島市・会津若松市の仮設住宅に入居されている高
齢者を対象に健康教室を行いました。

（５）赤十字にこにこ健康教室



２．復興支援活動（県内への避難者等）



～度重なる災害で全国から支援を受けた新潟から ほんの少しの恩返し～

（１）東日本大震災復興支援
絵本「しんちゃんのランドセル」

絵本作成の目的
① 東日本大震災の復興支援
（売上金を義援金に）

② 震災を後世に語り継ぐ
（震災を忘れない・忘れてほしくない）

③ 絵本の読み聞かせを通じて、親子の絆
や思いやりの心を醸成

プロジェクトチームの結成
①絵本作家（エイキミナコさん）
②アナウンサー（伊勢みずほさん）
③印刷会社（第一印刷所）
④日本赤十字社新潟県支部



プロジェクトチームによる絵本取材
（2011年12月16日 宮城県南三陸町）

絵本の作成にあたり、プロジェクトチームで題材
となる保育園を訪問しました。先生方は、震災当
時の子ども達や地域の人たちの様子を詳しくお話
してくださいました。

津波から逃げる
ため、子どもた
ちが避難に駆け
上った山道は、
大人でも大変な
道でした。

3/11は雪が積
もっていたと伺
いました。



制作記者会見
（2012年3月7日 新潟市）

完成発表会
（2012.5.12 宮城県南三
陸町）



義援金贈呈式 （2012年10月10日 新潟市）

絵本製作の目的に「復興支援」があり、販売1冊につき100円を義援金としました。
初版で制作した5000部は４ヵ月余りで完売し、50万円の義援金となりました。
４ヵ月で5000部も売れた絵本は、全国的にも珍しいことでした。



行政や企業とともに、復興支援活動を引き続きおこなっ
ていくための意識付けと、県民への協力をお願いするため、
共同ステッカーを作成して社用車や社屋に掲示しました。

（２）復興支援ステッカー



新潟県に避難している方々だけでなく、被災地の仮設
住宅に避難されている方々にも直接県民の気持ちを届
けるため、印刷会社と連携して回覧板を作製して、寄贈
させていただきました。

岩手県用 宮城県用 福島県用

<寄贈先 ２０１３年11月>
◆岩手県 釜石市役所 300部 ◆宮城県 気仙沼市役所 300部
◆福島県 大熊町役場会津若松支所 300部

（３）仮設住宅用 回覧板



震災を広く県民（子どもたち）に伝え、被
災地から転校してきた友達を励まし、優し
く接してあげるようお願いをすることを
目的に、被災地から転校生を受け入れた
学校で出前授業をさせていただきました。

<実施数 2013年12月>
・12校 1,593名
・トレーニングセンター参加者 338名

福島県から避難している子どもの感想文

（４）出前授業



（５）県内避難者との交流会①

期 日 ２０１２年6月 会 場 燕市体育センター
主 催 新潟県赤十字安全奉仕団燕市分団
運営協力 燕市、燕市被災者サポートセンター、ＪＡ婦人部、燕市社会福祉協議会、三
条市社会福祉協議会、赤十字安全奉仕団（三条市分団、加茂市分団、見附市分団）、
長岡市赤十字看護専門学校青年奉仕団、新潟県立大学青年赤十字奉仕団、日本赤
十字社新潟県支部
協賛企業 ＪＡ越後中央、ペプシコーラ㈱、アルビレックス新潟、アルビレックスチア
リーダーズ、佐渡食の陣実行委員会、北越農事㈱



（６）県内避難者との交流会②
期 日 ２０１２年12月23日 会 場 上越市大潟老人福祉センター
主 催 上越市、日本赤十字社上越市地区
運営協力 上越市赤十字奉仕団、上越保健医療福祉専門学校青年赤十字奉仕団、新
潟県接骨師会災害救援赤十字奉仕団、上越音声訳マザーテープの会赤十字奉仕団、
新潟県災害救援赤十字奉仕団、新潟県赤十字安全奉仕団上越市分団、大潟町ジュニ
ア＆シニアリーダークラブ、上越青年会議所
協賛企業 大潟商工会、新潟県総合生活協同組合上越センター、中部ペプシコーラ販
売株式会社、北越農事、新潟県日赤有功会


